
 
図 6.2.1-1  核燃料被覆管の健全性維持に係わる導入シナリオ 

・従来の先行照射による燃料被覆管・部材の腐食・水素吸収特性評価(現象論的
評価)に替わり、機構論的な評価による合理的な評価手法の確立が必要

・水化学による燃料被覆管の腐食防止対策技術の立案の可能性

・軽水炉安全技術・人材ロードマップでは、プラント技術・運用管理の高度化による
トラブルの防止、炉心と冷却水のふるまいの明確化、および燃料の信頼性向上
が要求

・新規制基準対応として、燃料被覆管の健全性を維持しつつ水化学の改善を実施
することが社会的ニーズとして今後も高い

・一方で、燃料高度化（高燃焼度化、MOX燃料、最適運転サイクル）、炉出力向上
、事故耐性燃料の開発・導入、および水化学の高度化(被ばく低減、高経年化対
応)の導入も計画
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燃料高度化（高燃焼度化、MOX燃料、最適運転サイクル）、炉出力向上、事故
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